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卜 定 事 実 に お い て 、/ 処 分 庁 が 行 っ た 法 第 ご2 9 条 に 基 ず く 調 査 に よ り 返 戻 金 の 額 は 装 二

◇ さ れ て い る が 、 前 居 住 地 の 家 主 が 援 助 し た 転 居 先 の 敷 金 、 移 送 費 及 び 前 居 住 地 の

敷 金 返 戻 金 が 別 途 請 求 人 に 支 払 わ れ て い る. も の か は 確 認 で き ず 、 上 記( 工)I･ の 示 ソ

¶　　　 ●　　　　　
．　　 ．　　　　　　　 』．　　 －　　　　　 、　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　 ・

▽ す 収 入 に 関 す る 調 査 が 尽 く さ れ て い る と は 言 え な い た め 、 適 正 な 収 入 認 定 を 行
づ

◇ で い る と は 認 め ら･ れ な い ．:　　 ニ　 ン　　　 ……:　　 へ　　　･･･ ．
．　・　　　　　 ・

．･

:だ冫
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3 ……゚ :j:以 上‘の と お り 、 誰1求 人 の 本 件 審 査 請 求 に は 理 由 が あ る め で 、 行 政 不 服 審 査 法 （昭 和
aJ■■
3 ｻﾞﾌこ年 法律 第L60 ご号y 第４ ０条第 ３項め墹定 を適卅して、I主文のとおり裁徠 する。
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